
社会福祉法人　群馬県社会福祉協議会

NO.232
2010 春号

「福祉ぐんま」の作成経費として共同募金配分金を使用しています。

■主な内容
＊平成21年度 苦情解決セミナー開催･･･2
＊要支援者を支える日常生活自立支援活動をめざして･･･3　＊平成21年度 日常生活自立支援セミナー ･･･3
＊介護福祉士等修学資金貸付制度について･･･4
＊群馬県社会福祉協議会ホームページのリニューアル･･･5　＊監事セミナー開催･･･5
＊社会福祉協力校･･･6　＊平成21年度寄付の紹介･･･6
＊共同募金会からのお知らせ･･･7
＊素敵な笑顔･･･8　＊群馬県福祉マンパワーセンター新規事業のご案内･･･8　＊福祉まめ知識･･･8　

知的障害者入所更生施設「友貴園」知的障害者入所更生施設「友貴園」
赤沢　元則さん赤沢　元則さん

（関連記事は８ページに掲載）（関連記事は８ページに掲載）
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平田厚氏

事例報告者

　

苦
情
解
決
制
度
が
設
立
さ
れ
て
、

平
成
22
年
で
10
年
を
迎
え
ま
す
。
講

師
の
テ
ー
マ
も
「
苦
情
解
決
の
意
義

と
役
割
」　

〜
こ
れ
ま
で
の
10
年
を

振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
を
考

え
る
〜　

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
弁
護
士
で
あ
り
明

治
大
学
法
科
大
学
院
教
授
の
平
田
厚

氏
、
事
例
報
告
者
と
し
て
、
高
齢
分

野
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ェ

ス
テ
さ
と
の
花
副
施
設
長
の
今
井
洋

子
氏
、
児
童
分
野
か
ら
は
赤
城
育
心

保
育
園
主
任
保
育
士
の
塩
月
恵
里
氏
、

障
害
分
野
か
ら
は
知
的
障
害
者
通
所

授
産
施
設
セ
ル
プ
わ
た
ら
せ
施
設
長

の
藤
澤
真
史
氏
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
田
弁
護
士
は
、
苦
情
解
決
制
度

を
作
っ
た
委
員
の
一
人
で
も
あ
り
、

苦
情
解
決
制
度
設
立
に
あ
た
っ
て
の

経
緯
な
ど
、
普
段
は
あ
ま
り
聞
く
こ

と
の
で
き
な
い
意
見
を
き
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。◆

◆
◆
◆
◆
◆

　

講
師
の
平
田
先
生
か
ら

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
如

は
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る
。
信
頼

関
係
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
最
良
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

事
業
所
と
し
て
は
、
苦
情
に
対
し
て

出
来
る
こ
と
と
出
来
な
い
こ
と
を
丁

寧
に
説
明
す
る
。
10
年
か
か
っ
て
築

き
あ
げ
た
信
頼
も
、
心
な
い
一
言
で

吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
。
一
番
大
切
な

の
は
実
は
受
付
担
当
者
だ
ろ
う
。
受

付
担
当
者
は
最
初
の
窓
口
で
あ
り
、

一
番
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ

ロ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」

◆
◆
◆
◆
◆
◆

　

事
例
報
告
か
ら

　

○
シ
ェ
ス
テ
さ
と
の
花

　
「
ま
ず
は
謝
罪
し
、
誠
意
を
も
っ

て
対
応
す
る
。
そ
し
て
記
録
を
と
る

こ
と
。
記
録
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
証

拠
で
あ
る
。
日
頃
か
ら
小
さ
い
こ
と

で
も
家
族
に
報
告
す
る
。
大
切
な
の
は

よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
。」

　

○
赤
城
育
心
保
育
園

　
「
意
見
要
望
に
耳
を
傾
け
、
受
け

入
れ
る
こ
と
。
併
せ
て
、
苦
情
を
受

け
る
現
場
職
員
に
対
し
て
心
情
面
の

ケ
ア
を
行
う
こ
と
も
大
切
。
年
間
の

苦
情
を
デ
ー
タ
化
し
振
り
返
り
も

行
う
。」

◆
◆
◆
◆
◆
◆

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
総
じ
て
、
苦

情
解
決
に
お
い
て
は
日
頃
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
家
族
と
の
信

頼
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
参
加
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
講

演
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
制
度
は
平
成
12
年
に
社
会
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
、
今
年
で
10
年
目
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
制
度
の
設
立
に
も
委
員
と
し
て
も
関
わ
っ
た
弁
護
士
の
平
田
厚
先
生
を
迎
え
、「
苦
情
解
決
の
意

義
と
役
割
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
開
催

苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
開
催

平
成
21
年
度

シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
、

時
間
が
短
か
っ
た
、
も
っ
と
聞
き
た

か
っ
た
等
の
回
答
を
、
事
例
報
告
に

つ
い
て
は
、
自
分
の
施
設
に
お
き
か

え
ら
れ
て
よ
か
っ
た
、
他
種
事
業
所

の
事
例
も
聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
、

利
用
者
の
声
は
上
ま
で
必
ず
上
げ
る

重
要
性
を
感
じ
た
、
等
の
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
か
ら
も
苦
情
解

決
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
姿
勢
が

強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
如

し
て
い
る
か
ら
こ
の
制
度
を
作
っ
た

が
、
い
ま
だ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
声
が
聞

か
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
10
年
は
職
員

の
態
度
が
悪
い
と
か
説
明
が
足
り
な

い
と
い
う
声
が
な
く
な
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。」
と
平
田
先
生
の
講

演
内
容
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

に
お
い
て
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
を
切
に
望
ん
で
行
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
会
場
の
定
員
の
関
係

で
、
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
な
が
ら

お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
わ
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
22
年
２
月
18
日（
木
）前
橋
市
総
合
福
祉
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、「
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
定
員

で
あ
る
五
百
人
を
超
え
る
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

○
セ
ル
プ
わ
た
ら
せ

　
「
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
や
す
い
環
境
を
築
く
こ
と
。

申
し
立
て
る
側
も
、
リ
ス
ク
と
覚
悟

を
感
じ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
余
計

に
丁
寧
な
対
応
が
必
要
。」

　

な
ど
、
こ
こ
で
は
書
き
き
れ
な
い

ほ
ど
の
貴
重
な
報
告
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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判
断
能
力
が
不
十
分
な
認
知
症
高
齢
者
や
、

知
的
・
精
神
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
に
つ
い
て
自
己
の
判

断
で
適
切
に
行
う
こ
と
が
困
難
な
方
を
対
象

に
支
援
を
行
う
『
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
』

も
平
成
20
年
度
で
10
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

要支援者を支える日常生活自立支援活動をめざして要支援者を支える日常生活自立支援活動をめざして
～事業開始から10年を迎えて～

平
成
21
年
度 

日
常
生
活
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
事
業
開
始
か
ら

10
年
が
経
ち
、
関
係
者
の
方
々
と

一
緒
に
本
事
業
の
振
り
返
り
を
行

う
目
的
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
中
島
氏
に
よ
る

行
政
説
明
で
は
、
高
齢
化
や
障
害

者
の
地
域
移
行
が
進
む
中
で
、
判

断
能
力
に
不
安
を
抱
え
る
方
が
地

域
で
安
心
し
て
生
活
し
続
け
て
い

く
た
め
に
本
事
業
の
果
た
す
役
割

や
期
待
の
大
き
さ
に
つ
い
て
丁
寧

な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
講
演
さ
れ
た
社
会
福
祉

士
の
大
輪
氏
は
、
平
成
20
年
度
ま

で
東
京
都
内
の
社
協
で
専
門
員
と

し
て
活
動
さ
れ
て
き
た
現
場
の
目

線
か
ら
、
本
事
業
の
意
義
や
可
能

性
に
つ
い
て
自
身
の
実
践
事
例
を

交
え
な
が
ら
熱
く
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
も
「
支
援

の
大
切
さ
と
難
し
さ
を
知
っ
た
」

「
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
す
る
こ

と
が
一
番
大
切
だ
と
感
じ
た
」
と

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度
相談件数 60 313 649 866 1,510 2,454 3,224 3,514 13,224 16,021
契約件数 0 17 70 79 116 133 204 202 252 235
実利用者数 0 12 54 102 174 245 369 476 603 703
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相談件数

実利用者数

契約件数

平成20年度末現在の
実利用者の割合

精神障害

知的障害
20.1%

16.1%
認知症
63.9%

社会福祉士会
1.3%

地域包括・在宅介護
支援センター 

福祉・医療
サービス提供者

社協事務局

生活支援員・
民生委員

10.8%
行政
(地域包括を除く)
2.5%

34.9%

5.3%

45.2%

《
実
施
初
期
の
状
況
》
で
は

　

事
業
開
始
の
平
成
11
年
度
は
事
業
実
施
の
準
備
や

啓
発
活
動
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
本

県
最
初
の
契
約
は
平
成
12
年
６
月
に
契
約
を
結
ば
れ

た
伊
勢
崎
市
の
方
で
し
た
。

《
中
期
〜
後
期
の
状
況
》
で
は

　

事
業
開
始
以
来
10
年
間
で
左
表
の

統
計
数
値
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
特
に
平
成
17
年
度
以
降
、
単

年
度
利
用
契
約
件
数
が
２
０
０
件
を

超
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

表
の
相
談
・
契
約
件
数
、
実
利
用

者
数
の
推
移
で
、
年
々
利
用
が
増
え

て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら

も
、
地
域
に
根
付
い
た
事
業
と
な
っ

て
き
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

《
最
近
の
状
況
》
で
は

　

平
成
20
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談

件
数
は
前
年
を
３
、０
０
０
件
あ
ま

り
上
回
る
１
６
、０
０
０
余
件
、
契

約
件
数
は
、
２
３
５
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
実
利
用
者
数
で
は
、
18
年

以
降
年
間
１
０
０
人
を
超
す
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
３
月
末
の
利
用
者
７
０
３

人
の
う
ち
63
％
余
り
が
認
知
症
高
齢

者
で
あ
り
、
知
的
障
害
者
が
16
％
、

精
神
障
害
者
が
20
％
余
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
で
み
れ
ば
、
精
神

障
害
者
の
地
域
移
行
と
相
俟
っ
て
利

用
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

《
今
後
の
取
り
組
み
》

　

事
業
10
年
を
迎
え
て
見
直
し
の
時

期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
住
民
支

援
の
支
え
合
い
活
動
と
し
て
今
後
と

も
位
置
づ
け
、
見
守
り
・
支
援
活
動
か

ら
成
年
後
見
支
援
ま
で
を
一
体
の
も

の
と
し
て
活
動
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

い
っ
た
声
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
地
道
な
活
動
を
続

け
て
い
く
中
で
、
広
く
た
く
さ
ん

の
方
々
に
本
事
業
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
支
援
の
必

要
な
方
を
地
域
で
し
っ
か
り
と
支

え
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

日常生活自立支援事業　相談・契約・実利用者数の推移

参加者の内訳

厚生労働省　中島氏

社会福祉士　大輪氏

群馬県社協　宮下会長

参加者数　358名
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介護福祉士又は社会福祉士の指定養成施設等に在学し、
資格取得後に群馬県内の社会福祉施設等で就労する方を対象に
修学資金を貸し付けします。

〈制度の概要〉
貸付対象・条件
①群馬県内に住所を有し、県内の介護福祉等指定
養成施設または県外の指定養成施設等に在学し
ている者。

②養成施設等を卒業後、県内に就職し、介護福祉士
等として、介護等の業務又は福祉に関する相談業
務に従事しようとする者。

③同種の修学資金を他から受けていない者。

貸付申請
申し込み手続き
　４月下旬ごろから各指定養成施設等を通じて行い
ますので貸付希望をする場合には、その旨を養成
施設等に申し出て下さい。

連帯保証人
　貸付申請を行う場合には、独立の生計を営む者２人の連帯保証人が必要です。

貸付審査
　提出された申請書の内容について審査し、貸付の可否を決定します。

貸付内容

貸付金額 修　学　費 月 50,000円
 入学準備金 200,000円（新規・初回限り）
 就職準備金 200,000円（新規・最終回限り）

貸付期間 養成施設等の所定の修学年数を超えない期間で原則３か月分を一括貸付（年４回）します。

返還要件
　養成施設等を卒業後、１年以内に県内で介護業務等に就業し、原則として５年間継続して従事すれば、貸付金が
全額返還免除となります。  
　その他、特別止むを得ない理由等の条件により一部返還免除となる場合もあります。
　　※返還免除等要件を満たさない場合には、一括又は分割で返還していただきます。
　　　なお、返還期限内に全額返還出来ない場合、延滞利息がかかります。

問い合わせ先 詳細または不明な点は、お問い合わせ下さい。
 群馬県社会福祉協議会(福祉マンパワーセンター)　TEL：027－255－6600

介護福祉士等修学資金貸付制度について

修学費（在学中）
月額５万円以内

以後５年間継続して当該業務に従事した場合
全　額　返　還　免　除

就職準備金
20万円以内

入学準備金
20万円以内

介護福祉士・社会福祉士を目指す方を応援します!!介護福祉士・社会福祉士を目指す方を応援します!!
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だ
れ
で
も
見
や
す
い
サ
イ
ト
へ
、の
気
持
ち
か
ら
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

一
般
の
方
、
施
設
等
福
祉
関
係
者
、
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
り
よ
い
情
報
を
い
ち
早
く
お
届
け
し
ま
す
。

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

高
い
公
益
性
を
有
す
る
社
会
福
祉

法
人
と
し
て
、
組
織
、
事
業
及
び
会

計
の
適
正
性
を
確
認
す
る
監
事
監
査

は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
社
会
福
祉
法
人
監
事
と

し
て
必
要
な
知
識
等
を
深
め
、
事
業

の
検
査
・
点
検
す
る｢

監
査｣

を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

今
年
度
初
め
て
企
画
し
、
今
回
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

高
齢
者
施
設
の
監
事
・
事
務
担
当
者

等
を
対
象
に
、
３
月
９
日(

火
）、

県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
師
の
県
介
護
高
齢
課
の
斎
藤
氏

か
ら
「
高
齢
者
介
護
施
設
の
現
状
に

つ
い
て
」、
県
監
査
指
導
課
の
戸
丸

氏
か
ら
「
監
査
に
お
け
る
留
意
点
に

つ
い
て
」
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

86
人
の
参
加
者
か
ら
は
、
大
変
参

考
に
な
り
、
５
月
か
ら
の
監
査
時
に

役
立
て
て
い
き
た
い
と
の
声
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
児
童
福
祉
施
設
を
対

象
に
監
事
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

監
事
セ
ミ
ナ
ー
開
催

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
企
画
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
７
│
２
５
５
│
６
０
３
３

県介護高齢課　戸丸氏
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１
．
学
校
の
概
要

　

本
校
は
、
館
林

市
の
北
西
部
に
位

置
す
る
。
周
辺
に

は
、
１
月
か
ら
３

月
に
か
け
て
白
鳥

が
越
冬
の
た
め
に

飛
来
す
る
多
々
良

沼
が
あ
る
。
多
々

良
沼
公
園
の
ア
カ

マ
ツ
の
保
安
林
に

は
多
く
の
動
植
物
が
生
息
し
て
お
り
、

そ
の
中
の
散
策
路
は
、「
彫
刻
の
小
径
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
い
く
つ
も
の
彫

刻
が
設
置
し
て
あ
る
。
春
に
は
校
舎

裏
の
桜
並
木
が
見
事
な
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
近
く
に
は
、

「
自
然
と
人
間
」
が
テ
ー
マ
の
県
立

美
術
館
も
あ
り
、
自
然
と
文
化
に
恵

ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。

２
．
学
校
教
育
の
目
標

　
「
自
主
」　
「
誠
実
」　
「
協
力
」

　

具
体
目
標

か　

考
え
る
生
徒

き　

き
ま
り
を
守
る
生
徒

く　

苦
し
く
と
も
最
後
ま
で

　
　

が
ん
ば
る
生
徒

け　

健
康
が
一
番

こ　

心
豊
か
な
生
徒

３
．
福
祉
教
育
の
目
標

・
心
豊
か
な
生
徒
の
育
成
を
目
ざ
し
、

相
手
を
認
め
、
思
い
や
る
心
を
育
む
。

・
自
主
的
な
体
験
活
動
を
通
し
て
、

郷
土
へ
の
愛
着
心
や
社
会
奉
仕
の

精
神
を
育
て
る
。

４
．
主
な
活
動
内
容

（
１
）
体
験
活
動

①
点
字
・
手
話
教
室

　

２
学
年
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
、
点
字
・
手
話
教
室
を
実
施
。

　

手
話
教
室
は
耳
の
不
自
由
な
方
と

手
話
通
訳
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、

体
験
を
中
心
と
し
た
活
動
を
行
い
、

点
字
教
室
で
は
、
点
字
の
歴
史
や
役

割
等
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
だ
い

た
後
、
母
音
や
子
音
の
ル
ー
ル
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

地
道
な
作
業
で
あ
る
が
、
目
が
不

自
由
な
方
々
の
生
活
に
つ
い
て
理
解

す
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
生
き

方
を
振
り
返
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

障
が
い
を
持
つ
方
々
の
暮
ら
し
や
考

え
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
。

②
生
き
方
講
演
会

　

平
成
20
年
度
の
生
き
方
講
演
会
で

は
、
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
で
車
い
す
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
の
京
谷
和

幸
選
手
に
来
て
い
た
だ
き
、
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
体
験
も
交
え

て
、「
夢
・
出
会
い
・
感
謝
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
人
生

か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
講
演
し
て
い

た
だ
い
た
。
講
演
の
後
は
、
質
疑
や

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
体
験
を
通
し

て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

①
彫
刻
の
小
径
清
掃
・
地
域
清
掃

作
業

　

多
々
良
沼
公
園
の
生
活
環
境
保
全

林
の
散
策
路
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
て

い
る
彫
刻
の
泥
は
ね
や
水
垢
を
掃
除

し
た
り
、
周
辺
ベ
ン
チ
や
松
葉
は
き

な
ど
の
掃
除
を
し
た
り
、
校
舎
周
辺

の
ゴ
ミ
拾
い
・
空
き
缶
拾
い
を
行

い
、 

持
ち
帰
っ
た
ゴ
ミ
を
集
約
・
分

別
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
の
協
力
で
清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
送
っ
た
。

②
資
源
回
収

　

生
徒
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
、
各
家

庭
を
回
り
、
新
聞
紙
や
段
ボ
ー
ル
な

ど
の
古
紙
を
回
収
し
て
回
る
中
で
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
各
ク
ラ
ス
に
古

紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
け
た
り
、
給

食
の
牛
乳
パ
ッ
ク
を
き
れ
い
に
洗
い

集
め
た
り
な
ど
し
て
、
物
を
大
切
に

使
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
る
よ
う

な
精
神
も
養
っ
て
い
る
。

５
．
３
カ
年
の
成
果
と
課
題

　

生
徒
会
本
部
役
員
や
青
少
年
赤
十

字
委
員
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、

「
地
域
清
掃
」
や
「
資
源
回
収
」
な

ど
の
体
験
活
動
を
軸
に
、
全
校
で
取

り
組
む
教
育
活
動
を
推
進
し
て
き
た

結
果
、
奉
仕
の
心
や
「
お
陰
様
で
」

と
い
う
感
謝
の
心
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
社
会
福
祉
活
動
を
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
教

師
と
生
徒
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域

の
中
で
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
態
度

を
育
成
し
て
い
き
た
い
。

　群馬県社会福祉協議会にご寄付をいただいた皆様です。（平成21年４月１日～平成22年３月18日まで）
　心より感謝いたしますとともに、趣旨に沿うよう活用させていただきます。

ありがとうございますありがとうございます

 (順不同・敬称略）

【前橋市】 群馬カラオケ連盟、（社団）群馬県信用組合協会健康友の会、
 群馬社会福祉大学社会福祉学部社会福祉学科福祉心理コース２年有志８名、群馬県生命保険協会、
 (財団)上毛新聞厚生福祉事業団愛の募金、東京電力(株）群馬支店、富国生命前橋支社外野倶楽部

【高崎市】 あいおい損害保険株式会社、合同会社ドリームゲート、
 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会・群馬県協会、
 末日聖徒キリスト教会高崎ワード

【渋川市】 伊香保国際カンツリークラブ

【玉村町】 大島寛之

【東京都】 群馬ヘリポート「空の日」実行委員会
 　　（日本空港コンサルタンツ・大成サービス連合体）、
 NPO法人モバイル・コミュニケーション・ファンド

【埼玉県】 小林製薬グループ

社会福祉協力校

館林市立多々良中学校

京谷和幸選手による生き方講演会

彫刻を雑巾で磨く生徒たち
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共同募金

http://www.akaihane-gunma.or.jp /

群馬県共同募金会社会福祉
法　　人

前橋市新前橋町13番地の12
群馬県社会福祉総合センター４階
TEL027-255-6596  FAX027-255-6214
e-mail:info@akaihane-gunma.or.jp

赤 い羽根 情報赤 い羽 根 情報

「赤い羽根募金」・「ＮＨＫ歳末たすけあい」でおなじみの共同募金。
この共同募金の配分は、県民のみなさまの貴重な浄財が財源です。受付開始！

地域の福祉を応援します！

 

24年３月 ～

一
次
審
査

　

（
書
類
審
査
）

二
次
審
査

（
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
）

申請から配分まで 申請は平成22年４月１日～５月10日
事業実施は23年４月からです。

22年４月 ８月 23年３月 ４月 

申
請
受
付

配
分
計
画
立
案

配
分
決
定

事
業
実
施

完
了
・
精
算

受付締切：平成22年５月10日(月)
受付窓口： 市町村の共同募金会窓口（支会・分会） 

または県共同募金会事務局（本会） 
◎施設や市町村域内の事業･････････ 支会・分会 
◎市町村域を超えた広域活動事業･･･ 本会

どの配分も、民間の福祉事業が対象です。
介護保険事業や行政の責任に属する事業は対象外です。
（施設整備配分は介護保険事業でも対象になる場合あり）

ご不明な点、ご相談は
お気軽にお問い合わせ下さい。

群馬県共同募金会事務局
TEL 027-255-6596／FAX 027-255-6214

施設整備配分
福祉サービス利用者を直接処遇する施設（※）

を新築・改築・改修・修繕する事業  ※原則法人所有
申請できるのは＞＞ 社会福祉法人、更生保護法人、NPO法人
 一般・公益社団（財団）法人、特例民法法人 
配分の上限は＞＞＞  事業費の75％まで
 ◎ 第一種・第二種社会福祉事業及び更

生保護事業の場合 ････ 上限500万円
 ◎それ以外の場合 ･･････ 上限200万円

車両整備配分
福祉サービス利用者を直接処遇するために使用する
自動車を新規購入または更新する事業
　○福祉車両・ワゴン車・バス（送迎用など）
　○バン・トラック（授産施設・作業所など）

申請できるのは＞＞ 社会福祉法人、更生保護法人、NPO法人
 一般・公益社団（財団）法人、特例民法法人 
配分の上限は＞＞＞ 事業費の75％まで

◎バス(マイクロバス等) ････上限300万円
◎それ以外  ････････････ 上限200万円

備品整備配分
福祉サービス利用者を直接処遇するために使用する
備品を新規購入または更新する事業

申請できるのは＞＞  社会福祉法人、更生保護法人、NPO法人
 一般・公益社団（財団）法人、特例民法法人
 任意団体（法人格のない団体）
配分の上限は＞＞＞ 事業費の75％まで（上限200万円）　　

※ただし、任意団体は上限100万円とします。

事業経費配分
　①地域で福祉サービス利用者を直接処遇する
　　事業
　② 福祉施設を拠点として地域福祉サービスを提供

する事業
　③ 地域住民や福祉関係者などを対象とした各種啓

発事業、講演、研修等の事業
　④複数の団体間を調整し、福祉の増進を図る事業  
申請できるのは＞＞  社会福祉法人、更生保護法人、NPO法人、

一般・公益社団（財団）法人、
特例民法法人、任意団体（法人
格のない団体）

配分の上限は＞＞＞ 
１事業あたり事業費の75％（上限50万円）※ 
※１団体５事業（上限150万円）まで申請できます。　

運営費配分
　福祉活動を目的として設立された団体の活動経費
申請できるのは＞＞任意団体（法人格のない団体）
配分の上限は＞＞＞１団体あたり５万円まで

申請書様式を群馬県共同募金会ホームページからダウンロードできます>>　http://www.akaihane-gunma.or.jp

募金運動
(10～12月)

共同募金以外の民間資金
（JKAや中央競馬馬主財団）
の助成相談もお受けしております。
お気軽にお問い合わせください！

地域の福祉、みんなで参加地域の福祉、みんなで参加
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社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会

〒371-8525（専用郵便番号）
群馬県前橋市新前橋町13-12
群馬県社会福祉総合センター内
TEL　　027-255-6033(代表)
FAX　　027-255-6173
ＵＲＬ　http://www.g-shakyo.or.jp/
発行日　平成22年３月31日

知的障害者入所更生施設「友貴園」　赤沢　元則さん
　

赤
沢
元
則
さ
ん
は
高
崎
市
に
あ
る

知
的
障
害
者
入
所
更
生
施
設
「
友
貴

園
」
の
生
活
支
援
員
と
し
て
、
入
所

者
の
皆
さ
ん
に
焼
物
を
教
え
て
い
ま

す
。
ア
ト
リ
エ
の
あ
る
マ
イ
ホ
ー
ム

完
成
を
機
に
、
自
身
の
陶
芸
活
動
も

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

こ
の
お
仕
事
に
就
か
れ
た
の
は
？

　

京
都
の
窯
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
の

で
す
が
、
母
方
の
実
家
が
藤
岡
な
の

で
群
馬
に
は
時
々
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
こ
こ
で
仕
事
を
し
て
い
る

身
内
が
い
て
、
陶
芸
を
教
え
る
仕
事

が
あ
る
と
紹
介
さ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。

仕
事
の
内
容
は
？

　

入
所
者
の
方
に
陶
芸
を
教
え
た
り
、

毎
年
、
県
庁
で
開
催
さ
れ
る
「
ゆ
う

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
展
示
販

売
す
る
作
品
の
制
作
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。
毎
週
土
曜
日
に
は
一
般
の
方

の
陶
芸
教
室
も
開
い
て
い
ま
す
。

楽
し
そ
う
で
す
ね
。

　

日
常
生
活
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
て
も
、
こ
こ
に
来
る
と
精
神
的
に

安
定
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。
陶
芸
が

　

取
材
日
は
、
と
き
お
り
風
花
が
舞
う
寒
い
冬
の
日
で
し
た
が
、
優
し
い
人
柄
が
そ
の
ま
ま
表
れ
た

よ
う
な
赤
沢
さ
ん
の
笑
顔
に
、
こ
ち
ら
の
気
持
ち
も
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
は
ん
な
り
と
し
た
京
都

の
地
か
ら
、
空
っ
風
の
吹
き
荒
れ
る
群
馬
に
来
て
、
大
変
な
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

で
き
な
い
人
に
は
、
絵
を
描
い
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
入
所
さ
れ

て
い
る
方
た
ち
は
、
気
持
ち
を
う
ま

く
表
せ
な
い
人
が
多
い
の
で
す
が
、

絵
や
陶
芸
に
は
そ
の
人
の
や
さ
し
さ

や
気
持
ち
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
現
れ
る

の
で
、
な
る
べ
く
手
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

ご
自
身
の
目
標
と
、
福
祉
の
仕
事

　

を
目
指
す
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

も
っ
と
自
分
の
作
品
づ
く
り
を
充

実
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
創
作
を
通
し

て
自
分
自
身
を
見
つ
め
、
自
分
を
発

展
、
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
仕
事
で

利
用
者
さ
ん
に
接
す
る
と
き
に
も
プ

ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

福
祉
の
仕
事
を
目
指
す
人
に
も
、

仕
事
以
外
に
、
な
に
か
好
き
な
こ
と

を
見
つ
け
て
欲
し
い
で
す
ね
。
私
生

活
が
充
実
し
て
い
る
と
、
仕
事
の
面

で
も
余
裕
を
持
っ
て
向
か
え
る
と
思

い
ま
す
。

春
号
表
紙素

敵
な
笑
顔

Ｑ　
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

事
業
」
と
は
な
ん
で
す
か
。

Ａ　
生
後
４
カ
月
ま
で
の
乳

児
が
い
る
す
べ
て
の
家
庭

を
訪
問
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩

み
を
聞
き
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る

情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
母
子
の

心
身
の
状
況
や
養
育
環
境
等
の
把
握

及
び
助
言
を
行
い
、
支
援
が
必
要
な

家
庭
に
対
し
て
は
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
つ
な
げ
る
事
業
で
す
。

　

平
成
19
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

事
業
の
実
施
主
体
は
市
町
村
行
政

（
事
業
費
の
半
分
を
国
が
負
担
）
で

す
が
、
市
町
村
側
に
実
施
義
務
は
な

く
、
全
て
の
市
町
村
で
行
っ
て
い
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
度
、
新
規
事
業
と
し
て
、

「
福
祉
・
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
」
お
よ
び
「
福
祉
・
介
護
人
材
定

着
支
援
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ

い
て
、
福
祉
・
介
護
業
務
に
精
通
し
、
専
門
的
知
識
を
も
つ
専
門
員
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
求
職
者
や
福
祉
・
介
護
従
事
者
、
施
設
・
事
業
所
に
対
し
支
援

を
い
た
し
ま
す
。

福
祉
ま
め
知
識

福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
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識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識

目
的

　

福
祉
・
介
護
分
野
で
の
質
の
高
い

人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
個
々
の
求

職
者
に
ふ
さ
わ
し
い
職
場
を
開
拓
す

る
と
と
も
に
、
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
向
け
た
指
導
・
助
言
を
行
い
、

円
滑
な
就
労
・
定
着
を
支
援
し
ま
す
。

対
象

○
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
・
福

祉
人
材
バ
ン
ク
に
求
職
登
録
後
３
ヶ

月
を
超
え
て
も
就
労
に
結
び
つ
か
な

い
方

○
人
材
確
保
に
困
難
を
抱
え
る
求
人

施
設
・
事
業
所

事
業
内
容

　

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
高
崎
市
・
太
田
市
福
祉

人
材
バ
ン
ク
に
配
置
さ
れ
た
、「
キ
ャ

リ
ア
支
援
専
門
員
」
が
、
個
々
の
求

職
者
に
ふ
さ
わ
し
い
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
を
行
い
、
福
祉
・
介
護
分
野
へ
の

就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
と
マ
ッ

チ
し
な
い
施
設
・
事
業
所
や
人
材
が

定
着
し
な
い
施
設
・
事
業
所
に
対
し

て
、
そ
の
原
因
の
究
明
と
改
善
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

新
規
事
業
の
ご
案
内

福
祉
・
介
護
人
材

　

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
と
は

福
祉
・
介
護
人
材

　

定
着
支
援
事
業
と
は

《
問
い
合
わ
せ
先
》

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
７
│
２
５
５
│
６
６
０
０

　

℻
０
２
７
│
２
５
５
│
６
０
４
０

目
的

　

就
労
間
も
な
い
福
祉
・
介
護
従
事

者
に
対
し
、
巡
回
相
談
等
に
よ
り

個
々
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
、

業
務
上
の
悩
み
、
労
働
環
境
、
人
間

関
係
等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
と

と
も
に
、
そ
の
結
果
を
施
設
・
事
業

所
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
を

通
じ
、
福
祉
・
介
護
分
野
に
従
事
す

る
者
の
定
着
を
支
援
し
ま
す
。

対
象

○
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
・
福

祉
人
材
バ
ン
ク
の
紹
介
に
よ
り
福

祉
・
介
護
施
設
・
事
業
所
に
就
職
し

た
方

○
相
談
を
希
望
す
る
施
設
・
事
業
所

事
業
内
容

　

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
に
配
置
さ
れ
た
「
人
材
定
着
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
福
祉
・
介
護

施
設
・
事
業
所
を
巡
回
訪
問
し
、
就

職
後
３
年
以
内
の
職
員
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。


